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平成 25 年度札幌市子どもに関する実態・意識調査の結果（概要） 

 

１ 調査概要 

（1）調査対象 子ども 10～18 歳 5,000 人  大 人 19 歳以上 5,000 人  

（2）調査時期 平成 26 年 1 月（前回：平成 22 年 3月） 

（3）回答結果 

 

 

 

２ 主な調査結果 

（1）条例の認知度 

○ 大人 

 

 

 

 

○ 子ども 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（2）子どもアシストセンターの認知度 

○ 大人 

 

 

 

 

 

○ 子ども  
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【前回】

【今回】

聞いたことがあり、内容もある程度知っている 聞いたことがあり、内容を少しだけ知っている

内容はわからないが、聞いたことがある 一切聞いたことはない

無回答

別紙１ 

 10～12 歳 13～18 歳 大人 合計 

発送数 1,603 3,397 5,000  10,000 

回答数 770 1,098 1,687  3,555 

回答率（前回） 48.0％(46.9％) 32.3％(33.1％) 33.7％(39.4％) 35.6％(38.5％)
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知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

名前は聞いたことがある 知らない

無回答

『知っている』51.0％⇒54.0％（3 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

（うち『内容も知っている』15.7％⇒15.6％（0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ↓））

『知っている』35.6％⇒40.2％（4.6 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

（うち『内容も知っている』12.9％⇒11.7％（1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ↓））

『知っている』35.9％⇒38.8％（2.9 ﾎﾟｲﾝﾄ↑） 

『知っている』73.4％⇒77.1％（3.7 ﾎﾟｲﾝﾄ↑） 

n=1,687

n=1,687

n=1,868

n=1,868
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n=1,876

n=1,876
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（3）子どもの権利が守られていると思うか否か 

○ 大人 

 

 

 

 

 

○ 子ども（13～18 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）「条例の認知度」と「子どもの権利が守られていると思う」の相関関係 
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【前回】

【今回】

守られている場合が多い どちらかというと守られている場合が多い

どちらかというと守られていない場合が多い 守られていない場合が多い

わからない 無回答

『守られている』48.4％⇒49.1％（0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

『守られていない』15.4％⇒12.0％（3.4 ﾎﾟｲﾝﾄ↓）

『守られている』48.3％⇒57.0％（8.7 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

『守られていない』21.3％⇒13.4％（7.9 ﾎﾟｲﾝﾄ↓）
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条例を『知っている』

(n=905)

条例を聞いたことがない

(n=755)

子どもの権利が守られていると思う

子どもの権利が守られていると思わない

わからない

○大人 

条例を「知っている」と回答した人では、「子どもの権利が守られていると思うか」という

設問に対し、「わからない」と回答した割合が 25.3％であったのに対し、条例を「聞いたこと

がない」と回答した人では 53.5％と 28.2 ﾎﾟｲﾝﾄの差が生じている。このことから、権利条例を

知ることは、子どもの権利が守られているか否かを判断する基準となっていることがうかがえ

る。 
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（5）条例に規定する個別の権利のうち、『守られていない』と思う権利（上位３つ） 

大人(n=1,687) 子ども（13～18 歳）(n=1,098) 

いじめ、虐待、体罰などから心や体が守ら

れること 37.5％ 

いじめ、虐待、体罰などから心や体が守ら

れること 46.0％ 

気軽に相談し、適切な支援を受けること

33.2％ 

障がい、民族、国籍、性別その他の子ども

又はその家族の状況を理由としたあらゆ

る差別及び不当な不利益を受けないこと

33.8％ 

障がい、民族、国籍、性別その他の子ども

又はその家族の状況を理由としたあらゆ

る差別及び不当な不利益を受けないこと

32.2％ 

個性や他人との違いを認められ、一人の人

間として尊重されること 31.2％ 

 

 

（6）子どもが自分自身をどう思うか（13～18 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）自分の考えや思いがあるときに、それを言うことができるか（子ども） 
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1.家庭における大事な物事やルールについて【前回】

同 【今回】

2.学校のきまりごとについて【前回】

同 【今回】

3.地域で行われている行事などの取組について【前

回】

同 【今回】

4.札幌市政（札幌市のまちづくりや市役所の仕事）に

ついて【前回】

同 【今回】

言うことができる だいたいは言うことができる あまり言うことができない

言うことができない とくに言いたいことがない 無回答

『思う』53.2％⇒65.4％（12.2 ﾎﾟｲﾝﾄ↑） 

『できる』64.7％⇒72.3％（7.6 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

『できる』51.3％⇒52.5％（1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

『できる』23.0％⇒24.2％（1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ↑）

『できる』15.8％⇒15.8％（-） 

n=1,098

n=1,868

n=1,128

n=1,876
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（8）保護者の態度と子どもの自己肯定感の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）様々な場面で意見を言うことができるか否かと子どもの自己肯定感の相関関係 
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１．（保護者が自分の）話をまじめ

に聞いてくれないこと

２．（保護者が自分を）けなした

り、ばかにしたりすること

自分のことが好きだと『思う』 自分のことが好きだと『思わない』 無回答

保護者が「話をまじめに聞いてくれないこと」や「けなしたり、ばかにしたりすること」が

『ある』と回答した子どもは、『ない』と回答した子どもに比べ、自分のことが好きだと『思

う』と回答する割合がいずれも低くなっており、保護者の態度が子どもの自己肯定感に影響を

与えていることがうかがえる。 

72.1%

45.8%

73.7%
62.8%

78.0% 69.3% 77.0% 70.3%

27.2%
54.2%

25.5% 37.2%
21.5% 30.1% 23.0% 29.3%

0.7% 0.0% 0.8% 0.0% 0.5% 0.5% 0.0% 0.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

『言え

る』

(n=813)

言えな

い』

(n=118)

『言え

る』

(n=502)

言えな

い』

(n=320)

『言え

る』

(n=191)

言えな

い』
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(n=400)

家庭における大事な

物事やルールについ

て

学校のきまりごとに

ついて

地域で行われている

行事などの取組につ

いて

札幌市のまちづくり

や市役所の仕事につ

いて

自分のことが好きだと『思う』 自分のことがすきだと『思わない』 無回答

様々な場面で、自分の考えや意見を『言える』と回答した子どもは、『言えない』と回答し

た子どもに比べ、自分のことが好きだと『思う』と回答する割合がいずれも高くなっている。

特に「家庭」や「学校」など、子どもに最も身近な環境において、子どもが意見を言うことが

できるか否かが子どもの自己肯定感に影響を与えていることがうかがえる。 


